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2025年〇月△日

□□大学

一般社団法人 日本原子力産業協会

武田 精悦

一緒に考えませんか
「エネルギーのこと！」

「廃棄物のこと！」

一緒に考えませんか
「エネルギーのこと！」

「廃棄物のこと！」

出前講座資料②



本日のテーマ

Ⅰ. エネルギー・環境問題

Ⅱ．高レベル放射性廃棄物の地層処分
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Ⅰ. エネルギー・環境問題

１．エネルギーや地球環境問題を考える
にあたっての基本情報

２．S＋３Eで電源供給を考える
３．エネルギーのベストミックス
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１. エネルギーや地球環境問題を
考えるにあたっての基本情報



世界のエネルギー供給

各国のエネルギー消費量（石油換算ﾄﾝ）

発展途上国が発展することで
より多くのｴﾈﾙｷﾞｰが必要となる

出典：原子力・エネルギー図面集2021 1-1-3、1-1-4

（１人当たり）
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世界もだけど、日本の一次エネルギー自給率は大丈夫？

日本のエネルギー 資源エネルギー庁 2025年3月 より



7出典：原子力・エネルギー図面集 2016 に加筆

①2006，2009年にも
供給ストップの経緯

②ウクライナ危機
ガス供給停止

日本には隣国と
の間にパイプラ
インや送電線が
ないんだよな

ヨーロッパにおける天然ガスのパイプライン網

欧州(EU)

ロシア

独

仏
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8出典 国土交通省HP https://www.mlit.go.jp/common/000997376.pdf

日本と外国の可住地の比較
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■ COP26の開催(2021.10～11、グラスゴー)

・気温上昇を1.5度に抑える努力を追求する。
・日本・米国を含む145か国が2050年までに温室効果ガスの排出を

全体としてゼロにする、カーボンニュートラル(CN)を掲げる。日本は
2030年に温室効果ガスを13年度比で46％減を目指すと表明

■ ロシアによるウクライナ侵攻(2022.2～)

・サプライチェーンの混乱
・世界的な燃料価格の高騰

■ COP28の開催(2023.11～12、ドバイ)

・再エネ設備容量を2030年までに3倍に、エネルギー効率を2倍に
・原子力発電の設備容量を2020年から2050年までに3倍に拡大
・化石燃料からの移行に合意。「多様な道筋」の考え方が確認

エネルギー問題に関する国内外の主な動き（１）



10

■ COP29の開催(2024.11、バクー)
・先進国から発展途上国への気候資金支援
・先進国は少なくとも年間3,000億ドルを官民の資金源から拠出

■ トランプ氏の大統領就任(2025.1)

・パリ協定からの離脱を宣言

■ 「第7次エネルギー基本計画」(A)・「地球温暖化対策計画」(B)が

閣議決定（2025.2)
・再エネ、原子力などエネルギー安全保障に寄与し、脱炭素効果の高い電源を

最大限活用する
・水素エネルギー、CCUS、次世代原子炉などの開発・導入を推進（以上(A)）
・2035年度・2040年度において、温室効果ガスをそれぞれ60%、73%（2013年度

比）削減することをめざす(B)

エネルギー問題に関する国内外の主な動き（２）
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２. S＋３Eで電源供給を考える
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S＋３Eとは

日本のエネルギー2022年度版 資源エネルギー庁より
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2-1. 安定供給
Ｅｎｅｒｇｙ Security        

• 電源を多様化する
• 地政学的リスクを考慮する



①電源の多様化：我国の電源別発受電電力量の構成比
再エネ

水力

LNG
（天然ガス火力）

石炭火力

石油火力

原子力

火力
66％

火力
76％

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
脱
石
油
政
策

CO2増
輸入費用増

2011年震災・原子力事故の年

出典：原子力・エネルギー図面集 1-2-7

14



日本の化石燃料輸入先（２０２３年）

日本のエネルギー 資源エネルギー庁 2025年3月 より

火力発電
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ウラン埋蔵量と輸入先の地域別構成比率

16出典：原子力・エネルギー図面集2020 4-1-2

原子力発電
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風力・太陽光・水・地熱・など

再生可能エネルギー

再生可能エネルギー発電



出典：原子力・エネルギー図面集 2016 3-1-3 18



2017-10-31 原発のコストを考える 資源エネルギー庁 19
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2-2． 経済性
Economic Efficiency



（モデルプラント）2040年の統合コストの一部を考慮した発電コスト

資源エネルギー庁 2040年度におけるエネルギー需給の見通し（関連資料）2025年2月より
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2-3 環境（地球環境問題）
Environment



出典：「地球環境のためにいま考える原子力」から抜粋、経済産業省・資源エネルギー庁 ※2016データへ加筆修正
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出典：「原子力・エネルギー」図面集 2016年版 2-1-3



25出典：「原子力・エネルギー」図面集 2016年版 2-1-3

全国地球温暖化
防止活動推進セ

ンターHPより



世界の平均気温が産業革命前と比べ初めて1.5度を超えた

（注）コペルニクス機構変動サービスのデータから作成

日本経済新聞（2025.1.11）より
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３. エネルギーのベストミックス
日本のエネルギー構成のあるべき姿は
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安心感
安定供給性地球温暖化

（CO2)経済性電 源

良○優可優石 炭

良○良良良天然ガス

良○可可可石 油

可○優優優原 子 力

優△優優可再生可能エネルギー

(太陽光、風力について）

それぞれのエネルギーの特徴（まとめ）
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地政学
リスク

ｴﾈﾙｷﾞｰの

特質（＊1）

＊１ 出力の変動



赤線より下側 ：再生可能エネルギー（大規模水力含む）

日本のエネルギー 資源エネルギー庁（2025年3月）に加筆

各国の発電電力量に占める各電源の割合
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2023
年4月
15日
閉鎖



世界のＣＯ2排出量（2019年）

30出典：EDMC／エネルギー・経済統計要覧2022年版



日本の部門別ＣＯ2排出量（2020年度）

（単位：％、CO2換算、各部門の直接排出量）

31出典：EDMC／エネルギー・経済統計要覧2022年版



エネルギー需給の見通し（イメージ）

資源エネルギー庁 エネルギー基本計画の概要（2025年2月） より
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日本のカーボンニュートラルへの転換のイメージ

日本のエネルギー 資源エネルギー庁2025年3月 より
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CO2排出の削減に向けた様々な技術

資源エネルギー庁「日本のエネルギー」（2024.2）より
34
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 各電源には、メリット・デメリットがあり、これらをバ
ランス良く使うことが重要（単独で解決できるエネ
ルギー源がない）

 CN達成とエネルギー安全保障という観点から、変
化しつつある国際情勢を踏まえ日本の国情・国土
にあったエネルギー政策を進めていくことが肝要

 そのためには各産業分野におけるイノベーション
を加速させることが必要

まとめ（エネルギー・環境問題）



Ⅱ．高レベル放射性廃棄物の地層処分

36

１．高レベル放射性廃棄物の地層処分の概要
２．地層処分とは
３．処分事業について
４．海外の状況



１. 高レベル放射性廃棄物の
地層処分の概要
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出典：原子力・エネルギー図面集2017
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ガラス固化体（高レベル放射性廃棄物）ができるまで
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出典：原子力発電環境整備機構（NUMO）

注１）100万kW級の原子力発電所を1年間運転して発生する使用済燃料から、約30本のガラス固化体が発生
注２）使用済燃料を直接処分する国もある（スウェーデン・フィンランドなど）

発 熱 量 ： 約2,300W ／本
表面線量：約1,500SV／ h



出典：NUMO2017.2-3月地層処分ｾﾐﾅｰ」説明資料 40



41出典：NUMO 高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会説明資料 2025年2月



42出典：2025年2月 ＮＵＭＯ 「全国説明会」 資料（参考）「なぜ, 地層処分なのか（NUMO-TR-20-04)」



２. 地層処分とは
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300m 以深

数km

数km

地層処分施設のイメージ
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緩衝材

出典：原子力発電環境整備機構（NUMO）



地層処分施設のイメージ（続き）

45NUMO 高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会説明参考資料 2025年2月 より



多重バリアによる閉じ込め

46出典：ＮＵＭＯ 2016年5月・6月高レベル放射性廃棄物の最終処分全国ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 参考資料



日本の平均：2.1ｍSv/ｙ
0.99mSv *1

0.33ｍSv

0.3ｍSv
0.48mSv

47*1 「mSv」 は 人体が受けた放射線による影響の度合いを表す単位

わが国における自然放射線



地球の内部構造
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NHK高校講座 地学基礎HP、高エネルギー加速器研究機構HPに一部加筆

放射性物質の平均含有量
（U,Th,K-40)

地殻（大陸） 約1     ppm
地殻（海洋） 約0.1  ppm
マントル 約0.01ppm

（大陸/海洋）



長期の安全確認はどのようになされるか

49

※地下に埋設したガラス固化体から、放射性物質が溶け出て、地表に
運ばれ、人間が摂取するとして評価 （地下水シナリオ）

注）日本における自然放射線レベル（平均）は2.1mSv/y（2100μSv/y）
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（ 2100μSv/y ）

このグラフの
意味すること
は、次の2点

・地層処分した
後、一番高い
放射能を浴び
るのは80万年
後の人類
・しかしその強
さは毎日人間
が自然から浴
びている放射
能に較べても
問題にならな
いくらい低い

↓
したがって、地
層処分を安全
に行うことは可
能と判断でき
る

閉鎖後長期の安全性の評価（１９９９年）



地下における揺れは、地上に較べて小さいため、地震による地下施設

への影響はほとんどないと考えられています。

出典：JAEA –Reserch2007-044 太田ほか（2007）より

地震による影響

幌延深地層研究センター位置図

出典：JAEA –Reserch2014-002 落合ほか（2014）より
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全国トンネルマップ（２０１８年度）
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国土交通省 国土地理i院ＨＰより
https://maps.qchizu.xyz/#12/35.313164/139.614086/&base=pale&ls=pal
e%7Cmlit_road2019_tunnel_01%7Cmlit_road2019_tunnel_08&disp=11
1&lcd=mlit_road2019_tunnel_08&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f2&d=

m



活断層の影響

53

出典：活断層データベース（産業技術総合研究所）

規模の大きな活断層の分布は把握されています。

規模の小さな活断層は、詳細な現地での調査によっ
て明らかにすることができます。

これらのことから、活断層を避けて処分場を作ること
が可能だと考えられています。
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54出典：NUMO高レベル放射性廃棄物の地層処分について 中部原子力懇談会情勢講演会 H27.9.18資料

火山の分布



３. 処分事業について
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NUMO 高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会説明資料 2025年2月 より
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NUMO 高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会説明資料 2025年2月より
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地層処分実施に関わるこれまでの経緯
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内 容時期

特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律2000年 6月

実施主体（NUMO）の設立同 10月

NUMOによる公募開始（最終処分施設設置可能性を調査する地域）2002年12月

東日本大震災発生に伴う福島第一原子力発電所事故2011年 3月

「特定放射性廃棄物の最終処分に関する基本方針」閣議決定2015年 5月

科学的特性マップの公表2017年 7月

文献調査開始（寿都町・神恵内村）／2021年4月より「対話の場」開催2020年11月

「特定放射性廃棄物の最終処分に関する基本方針（改定）」閣議決定2023年 4月

文献調査開始（玄海町）2024年 6月

寿都町・神恵内村の「文献調査報告書」を公表（2025年4月まで縦覧）2024年11月

玄海町にて「対話を行う場」開始2025年 4月
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出典：NUMO 高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会 2022年5月 説明資料より
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北海道地方の科学的特性マップ

資源エネルギー庁HPに加筆

神恵内村

寿都町
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九州・沖縄地方の科学的特性マップ

61資源エネルギー庁HPに加筆

十
玄海町
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第39回総合資源エネルギー調査会放射性廃棄物ワーキンググループ（2023年5月23日）資料より 62



４．海外の状況
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NUMO 高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会説明資料 2025年2月 より
64
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 地層処分とは、人工バリアを施した廃棄物を１０
万年以上深地層（天然バリア）に閉じ込めること。
シミュレーションに基づく安全評価により将来の
安全を確認する

 地震・火山など自然事象の多いわが国において
は、その影響を的確に把握・評価することが重要

 現在3町村において文献調査が実施。今後は、
国・事業者が国民と対話などを通じて幅広く情報
を共有し、国民が自分事として考えていくことが
望まれる

まとめ（地層処分）
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一般社団法人 日本原子力産業協会 地域交流部

担 当： 江尻 寿延 （えじり としのぶ）

電子メール ： t-ejiri@jaif.or.jp

ホームページ： http://www.jaif.or.jp/

住所： 〒102-0084東京都千代田区二番町11-19

興和二番町ﾋﾞﾙ5階

電 話： ０３-６２５６-９３２７（直通）

FAX ： ０３-６２５６-９３１０

お問い合わせ･ご連絡先



原子力産業セミナー2027

【東京】新宿NSビル 2025年9月20日（土）

【大阪】グランフロント大阪 2025年9月27日（土）
【福岡】エルガーラホール 2025年10月18日（土）

お問い合わせ先:(一社)日本原子力産業協会 人材育成部

原子力・放射線利用産業に特化した
企業紹介イベント

E-mail:jinzai@jaif.or.jp

27年卒
学生主対象
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プレイ人数：2人～5人
プレイ時間：60分～90分
対象年齢 ：12歳以上

本体価格 ：4,950円（税込・送料別）

販売中

QRコード（上）あるいはURL（下）を展開いただくと
お申込み画面に移動します！

発電量を確保せよ！ エネルギーミックスを極めるボードゲーム
このゲームの特徴

 国の産業や国民の生活に必要な電源開発のプロセスを理解できる

 各電源のメリット・デメリットを知ることができる

 遊びながらエネルギーミックスのポイントが学べる

 プレイして楽しい！

一般社団法人
日本原子力産業協会
地域交流部

https://www.jaif.or.jp/inf/publication/electronation 68
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https://www.youtube.com/watch?v=waay6GGWgvA


